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「
中
世
か
ら
近
世
へ
②
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 日本遺産・中世日根荘を巡る⑯
　　　～絵図編（15）「慈眼院」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　「日根野村荒野開発絵図」の中央に描かれた「無辺光院」は、日根荘の荘園政所と
して九条政基が最初に入った寺院で、現在の慈眼院（元大井関神社中之坊）とする
説もあります。天武天皇の勅願寺として白鳳2（674）年に開創されたと伝わり、隣
接する日根神社（大井関大明神）の神宮寺として数多くの堂宇が立ち並ぶ見事な伽
藍を誇っていましたが、天正13（1585）年に豊臣秀吉の紀州攻めの兵火により焼失
しました。その後、豊臣秀頼により再建されましたが、当初からの建造物はわずか
に多宝塔、金堂が残るだけとなっています。創建時は井関山願成就寺寿福院と称し、
大井関御坊とも呼ばれました。現在の寺号は江戸時代に京都仁和寺門跡より九条政
基の院号の「慈眼院」の名を授けられ、真言宗御室派仁和寺の末寺となりました。
　多宝塔は文永8（1271）年に建立された本市唯一の国宝建築物で、石山寺（滋賀県）、高野山金剛三昧院（和
歌山県）とともに日本の多宝塔三名塔に数えられています。内陣の須弥壇の上に大日如来座像と脇侍の持国天、
多聞天を安置しています。明治修理の際、金堂（重要文化財）横から現在の場所に移転しています。

◀日根野村絵図に記
　された「無辺光院」

▼慈眼院 多宝塔

　※絵図の写真は、歴史館いずみさの所蔵の複製を使用（原本は宮内庁書陵部所蔵）

　

幾
度
も
の
戦
乱
が
起
こ
っ
た
和
泉

地
域
で
は
、
武
士
た
ち
や
寺
社
勢
力

だ
け
で
は
な
く
、
農
民
た
ち
も
自
ら

の
身
を
守
る
た
め
、
時
に
は
武
器
を

手
に
立
ち
上
が
り
、
ま
た
あ
る
時
は

山
へ
逃
げ
込
み
対
抗
し
ま
し
た
。
日

根
荘
の
農
民
た
ち
は
、
応
仁
の
乱
の

後
、
和
泉
国
の
国
人
衆
（
在
地
の
有

力
な
領
主
）
が
結
集
し
た
「
惣
国
」

一
揆
の
も
と
で
百
姓
た
ち
は
「
私
徳

政
」（
実
力
に
よ
る
債
務
破
棄
、
土

地
返
還
）
を
行
う
な
ど
九
条
家
の
支

配
に
対
し
て
対
抗
し
た
り
、
揺
さ

ぶ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
国
人
衆

や
村
人
ら
で
構
成
さ
れ
た
和
泉
惣
国

は
、
文
明
17
（
１
４
８
５
）
年
10

月
、
和
泉
国
両
守
護
の
細
川
氏
に
よ

り
堺
で
鎮
圧
さ
れ
、
再
び
幕
府
の
守

護
権
力
に
よ
っ
て
和
泉
国
が
支
配
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
鎮
圧
の
の

ち
に
作
成
さ
れ
た
和
泉
守
護
被
官
の

交
代
勤
務
名
簿
で
あ
る
「
六
日
番
交

名
」
に
は
樫
井
源
六
、
靏
原
藤
右
衛

門
尉
、古
屋
与
次
と
い
っ
た
日
根
野
、

樫
井
、
鶴
原
に
拠
点
を
置
い
た
と
思

わ
れ
る
領
主
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
日
根
郡
の
国
人
が
細
川
氏
の

支
配
下
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
細
川
氏
は
、
再
び
惣
国
一

揆
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が

ら
、
和
泉
国
の
武
士
た
ち
を
自
身
の

一
国
支
配
体
制
へ
組
み
込
も
う
と
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
和
泉
守
護
に
よ
る
一
国
支

配
体
制
が
続
く
か
の
よ
う
に
み
え
た

和
泉
国
は
、翌
文
明
18
（
１
４
８
６
）

年
の
紀
伊
根
来
寺
が
和
泉
へ
侵
攻
し

た
こ
と
に
よ
り
再
び
戦
火
に
見
舞
わ

れ
ま
す
。

　

根
来
寺
は
平
安
末
期
に
高
野
山
の

一
院
と
し
て
成
立
し
た
真
言
寺
院
で

あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
紀
伊
岩
出
へ

移
り
、
地
域
住
民
と
深
い
関
係
を
築

く
こ
と
で
泉
南
・
紀
北
で
大
き
な
影

響
力
を
保
持
し
ま
し
た
。
こ
の
根
来

寺
は
、上
記
の
よ
う
な
戦
国
期
に
は
、

紀
伊
で
は
守
護
畠
山
氏
に
与
す
る
存

在
と
し
て
軍
事
力
の
基
盤
と
な
り
、

和
泉
で
は
幕
府
体
制
に
組
み
込
ま
れ

た
公
的
支
配
権
力
と
、
地
域
に
よ
り

異
な
る
立
場
で
権
力
を
保
有
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
三
好
氏
に
よ
る

畿
内
掌
握
や
和
泉
に
お
け
る
国
衆
と

呼
ば
れ
る
在
地
の
勢
力
ら
が
登
場
す

る
な
か
で
、
根
来
寺
は
勢
力
を
維
持

し
つ
づ
け
ま
し
た
。

　

永
禄
７
（
１
５
６
４
）
年
７
月
、

畿
内
で
三
好
政
権
を
維
持
し
て
い
た

三
好
長
慶
が
没
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
畿
内
を
抑
え
て
い
た
三
好
権
力
が

三
好
三
人
衆
と
松
永
久
秀
に
分
裂
し

（
最
近
大
河
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
）、
再
び
雲
行
き
が
怪

し
く
な
り
ま
す
。
三
好
政
権
下
で
の

根
来
寺
は
、
永
禄
年
間
に
は
畠
山
方

と
し
て
三
好
政
権
に
対
抗
、
佐
野
で

は
松
浦
氏
の
被
官
と
な
っ
た
佐
野
周

辺
の
領
主
た
ち
と
関
係
を
維
持
し
、

日
根
郡
の
根
来
寺
領
有
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。
織
田
信
長
の
上
洛
以
後

は
将
軍
義
昭
政
権
に
和
泉
の
国
人
領

主
や
根
来
寺
は
従
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

織
田
政
権
期
の
根
来
寺
は
、
全
体

と
し
て
は
信
長
に
従
い
、
和
泉
の

地
域
支
配
を
承
認
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
全
面
的
に
服
従
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
根
来
寺
と
本

願
寺
と
の
繋
が
り
を
介
し
て
織
田
政

権
に
敵
対
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
も
確
か
で
し
た
。
そ
し
て
天
正
10

（
１
５
８
２
）年
、明
智
光
秀
を
討
ち
、

織
田
家
家
中
で
発
言
力
を
高
め
た
豊

臣
秀
吉
が
、
和
泉
国
内
の
根
来
寺
の

知
行
に
つ
い
て
紛

争
が
あ
る
、
と
口

出
し
し
、
根
来
寺

と
の
関
係
は
決
定

的
に
悪
化
し
ま
す
。

次
回
は
天
正
13
年

の
根
来
攻
め
の
泉

佐
野
と
秀
吉
政
権

下
の
泉
佐
野
に
つ

い
て
概
略
し
ま
す
。

▶
天
正
４
年
頃
、
本
領
回
復
（
日
根

野
村
）
を
の
ぞ
ん
だ
松
浦
氏
被
官
の

日
根
野
孫
次
郎
へ
宛
て
た
日
根
野
弘

就
書
状
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